
2026年 7月 8日 RSウイルスとヒトメタニューモウイルスについて 

 

こんにちは   

もりもりキッズアレルギークリニックです。 

お子さんが熱や咳で受診したとき、 

「RS ですか？」「検査はできますか？」というご質問をいただくことがありま

す。 

今回は、RS ウイルス感染症とヒトメタニューモウイルス感染症の症状や、検査

を行う場合についてご紹介します       

 

  RS ウイルス感染症 

・主な症状は、発熱・鼻水・咳です。まれに嘔吐や下痢などの症状がみられるこ

ともあります。熱は 3〜4 日ほど続きます。 

・多くは軽症で経過しますが、発症から 2〜3 日後に咳が強くなることがあり

ます。 

・特効薬はなく、症状に合わせた治療が中心です。症状は 7〜12 日ほどで自然

に良くなることが多いです。 

・検査は、呼吸器症状が重くなりやすい 1 歳未満のお子さんを対象に行うこと

があります。 

https://m-cf.sh/vnpkqir 

 

  ヒトメタニューモウイルス感染症 

・主な症状は、発熱・咳・喘鳴（ゼーゼーすること）です。まれに嘔吐や下痢な

どの症状がみられることもあります。熱は 5 日ほど続くことがあります。 

・特効薬はなく、症状に合わせた治療が中心です。症状は 1 週間ほどで自然に

良くなることが多いです。 

・検査は、6 歳未満で肺炎が疑われるお子さんを対象に行うことがあります。 

https://m-cf.sh/koxe8r7 

 

 当院では RS ウイルスとヒトメタニューモウイルス両方を同時に検査できる

キットを使用しています。鼻の中を綿棒で擦る検査になります。 

発熱して 1～2 日目は陰性になることが多いので、3 日以上の発熱が続く方に

検査を行っています。 

どちらも飛沫感染・接触感染でうつる感染症です。 

こまめな手洗いやうがい、マスクができるお子さんはマスクを着用するなど、感

染予防を心がけましょう       


